
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【マラソン大会】
● 学校周辺をコースとして、小・中学校合同の「檜原学園マラソン大会」を実施

● バス通学児童・生徒が9割を超え、体を動かす機会が少ない檜原村の子供たち
にとって、スポーツに親しむことが重要である。この取組は、子供たちが基本的な
技能を身に付け、体力の向上や健康づくりに自ら意欲的に取り組む態度を
養う場となっている。

【国際交流会】
● 小・中学校合同で地域の留学生や外国人との交流会を実施

● 世界各国の人々と積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が身に
付いてきている。

檜原村のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

檜原村

マラソン大会に向けた走り方教室
持久走・長距離走を専門とする講師を招いて、
走り方について学んでいる様子

国際交流会
小・中学校合同の国際交流会で、地域の留学生や
外国人と交流活動を行った様子

檜原学園マラソン大会
近隣の警察、交通安全協会などの協力を得て、公道を
使用して実施したマラソン大会の様子

2校 ＊

74人*
村全体の9割が林野であり、急峻な山嶺に囲まれて自然豊かな地域である。
学校と地域が連携し、村全体で「ふるさと檜原」を大切にする子供たちの育成を図って
いる。


